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参考資料

1つの題材から習熟度に

合わせた教材を瞬時に
書き分けます。

単元に合わせた興味を惹く導
入案をAIが即座に提案します。



参考資料

出典：
文部科学省初等中等教育局
令和６年 12 月 26 日



1.現行の成果・課題を踏まえた改善の方向性 （２）現状の課題

令和８年６月2６日

文部科学省
社会・地理歴史・公民
ワーキンググループ
資料２
社会、地理歴史、公民

WGの取りまとめについて
より



1.現行の成果・課題を踏まえた改善の方向性 （３）改善の方向性

令和８年６月2６日

文部科学省
社会・地理歴史・公民
ワーキンググループ
資料２
社会、地理歴史、公民

WGの取りまとめについて
より



５.学習・指導・評価の改善充実のあり方
（１）課題を追究・解決する学習の充実

令和８年６月2６日

文部科学省
社会・地理歴史・公民
ワーキンググループ
資料２
社会、地理歴史、公民

WGの取りまとめについて
より



５.学習・指導・評価の改善充実のあり方
（１）課題を追究・解決する学習の充実

令和８年６月2６日

文部科学省
社会・地理歴史・公民
ワーキンググループ
資料２
社会、地理歴史、公民

WGの取りまとめについて
より



教師が活用する場合①：AIで単元構成案を作成

（１）教師の考える設定を決める



教師が活用する場合①：AIで単元構成案を作成

（２）授業の概略を考えて、案の叩き台を作成する



教師が活用する場合①：AIで単元構成案を作成

内容を吟味し、修正を加えていく。
※ＡＩに対して壁打ち（再質問）する。

（２）授業の概略を考えて、案の叩き台を作成する
↓



教師が活用する場合①：AIで単元構成案を作成 （３）叩き台をもとに授業案を作成する

• 【第1時】出会いと疑問の共有 「美馬市のイメージと、まちづくりのキャッチコピー」

• めあて：

美馬市が目指す「美と健康の町」の取り組みを知り、学習問題をつくろう。

• 展開：

–美馬市のいいところや、自慢できるものを出し合う（自然、うだつ、美味しい食べ物など）。

–美馬市が「美と健康の町」というスローガンを掲げ、様々な取り組み（健康ウォーク、美と健康
をテーマにした特産品開発、ヘルスツーリズムなど）をしていることを写真やパンフレットで紹介
する。

– 【核となる問い】 「なぜ美馬市は『美と健康の町』と売り出しているのだろう？」 をクラス全体の
学習問題として設定する。

–予想を立てる（「自然がきれいだから？」「体にいい食べ物があるから？」「お年寄りが元気だ
から？」など）。



教師が活用する場合①：AIで単元構成案を作成 （３）叩き台をもとに授業案を作成する

• 【第2時】情報の収集と整理（探究） 「美馬市の『美』と『健康』のひみつを探ろう」

• めあて：

美馬市の自然・歴史・産業の様子から、「美と健康」のつながりを調べよう。

• 展開：

–学級の実態に合わせて、資料（市のホームページ、観光パンフレット、ニュース記事など）
をもとに、以下の3つの視点からグループや個人で調べる。
• 【自然・歴史の視点】

–吉野川の清流や、剣山系の豊かな自然。

–日本百名山や美馬の美しい景観（視覚的な「美」）。

• 【食・産業の視点】

–地元で採れる体に優しい食材（みまから唐辛子、ブルーベリーなど）。

–これらを使った「美と健康」にいいグルメの開発。

• 【暮らし・まちづくりの視点】

–市民が健康に暮らすための健康づくりイベント。

–都市部からリフレッシュしに来る人向けの「ヘルスツーリズム（心身の健康を売りにした観光）」。

–調べたことを「自然」「食・産業」「暮らし」などの視点に整理して共有する。



教師が活用する場合①：AIで単元構成案を作成 （３）叩き台をもとに授業案を作成する

• 【第3時】まとめと私たちの提案 「私たちが発信する『美と健康の美馬市』」

• めあて：

美馬市が「美と健康の町」として取り組む理由をまとめ、これからの美馬市に
  ついて考えよう。

• 展開：
– 「なぜ売り出しているのか」の結論をまとめる。

• （まとめのイメージ：美馬市には、昔から豊かな自然や体にいい食べ物などの「お宝」がたくさんある。
それを生かして、市民が元気に暮らし、市外からもたくさんの人に来てもらうために『美と健康の町』とし
てアピールしている。）

【表現・提案活動】
• 自分が「美馬市の観光大使」になったつもりで、美馬市の「美と健康」をPRするキャッチコピーや、1ペー
ジのパンフレット（または1枚のスライド）を作成する。

• 例：「食べて健康！美馬市のごちそうマップ」「心も体もきれいになる、美馬市おすすめツアー」など。



教師が活用する場合②：AIを活用して、一次評価を行う。

【point】
AIによる評価支援をもとに、
教師自身が最終評価を行う



児童が活用する場合①：調べている最中に出てきた、わからない語句をＡＩに質問する



児童が活用する場合②：調べる内容を考えているときに、ＡＩに問い直す



児童が活用する場合③：自分の書いた振り返りの記述について、
ＡＩに良い点や改善点のフィードバックを受ける



児童が活用する場合③：自分の書いた振り返りの記述について、
ＡＩに良い点や改善点のフィードバックを受ける



参考：中学校社会科における実践事例より 勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



参考：中学校社会科における実践事例より 勝浦町立勝浦中学校 大谷啓子教頭先生
（前 鳴門教育大学附属中学校 教諭）



ワーク
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